
 

 

 

  

２０２５年(令和７年)７月１日 （３） 

館報よこやま 

昨年 1学期の終わり頃、仲間から電話があり「学童支援の活動に協力をお願いしたい」とのこと。
小学生の通学時のサポート役”いわゆる緑のおじさん”の依頼であった。 
高齢者の仲間入りをして時間には余裕があり旗振りぐらいならできるかなぁ、と 2時間ほどの教育・
実習を経て夏休み明けから「緑のおじさんデビュー」。私は、隣の自治会の同じ年代の男性とペア
ーで毎週火曜日に登校時の交差点の安全指導をすることになった。 
子どもたちはあらかじめ登校グループに分かれておりグループごとに登校してくる。大きな声で「お
はようございます」「行ってらっしゃい」と声をかける。初めてとあって恥ずかしさもあり、かけ
る声が小さいのか返事がなかなか聞こえない。子ども達も照れくさい、ということもあるのだろう。 
子どもに付き添って見えるお母さんが何人かいらっしゃるが当番なのだろうか。中には事情があっ
て一人では登校できない子どもさんもいるのかな。信号が赤の場合、だれともなくボタンを押し青
に変わるのを待つ。 
人数の多いグループは、全員が渡り切る前に信号が点滅し始める。子どもたちは、制止の旗を待た
ずストップ。緑のおじさんは、あわてて旗を差し出して止める。 
先輩格の子どもはちゃんと年下の子どもに気を使っているし、年少の子どもは先輩の動作を見て従
っている。全く心配なし（安心は禁物）。 
日頃の先生方の指導が行き届いていることを感じさせられる。ただ、ほとんど無言の集団でもある。
もっと元気に仲間内で話をしながらの登校でもよいのでは、と思うが要らぬ心配なのかな。 
緑のおじさん活動を通じて「今頃の子ども達なかなかやるじゃない」と感心させられている。 

(館報編集委員 M) 

学童交通安全指導員を体験してみて 

 

～横山小学校 登校時見守りについて～ 
昨今、子ども会もなくなり、保護者だけの登校時の安全確保が難しくなっています。 

地域には、複数の運送業者や通勤時の交通量も多く、とても心配です。地域の協力が必要という 
ことで、令和 6年 9月から「学童交通安全指導員」制度を導入し、登校時の見守りを開始しました。 
横山小学校では、地域のボランティアの方が、曜日ごとの当番制で実施しています。 

 

横山地区青少年健全育成 
協議会の北川会長が 
教えてくれました！ 

横山公民館ご利用のみなさまへお知らせ 
いつも横山公民館をご利用いただきありがとうございます。当館の駐車場側出入口の利用につい

て、お知らせいたします。駐車場側出入口は、防犯上の観点から午後５時で施錠いたします。 
午後 5時以降に当館ご利用の際は、正面玄関をご利用ください。 
ご不便をおかけいたしますが、ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。  事務局より 


